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町の一般廃棄物処理の受入れにつし、て11

平成� 28年� 3 Ji2 3日付け「三.)11町との路棄物姑理を巡る問題についての質問と申し入れJ

に対して下記のとおり回答します。

1.三川町の一斉思議離鞠処理め受入れにつし、て� 

町11J本子ちでは三川町言絵での答弁内容について関知していないところではありますが、三

の一般廃繋~処理に関しては現在でも合掛が最良の解決第であると考えてお号、平成 19年

に� f三)11町と鶴岡事との間の一般嘉棄物の処理に係る事務の委託iこ関する協定jを締結して

以降、鶴間市が処理を受託するのは三月町が自立するまでの当面の措置との立場を一葉して

維持してきでおちます。 し現時点では、葱滋淵;伊をはじめとした施設整備を最鍵先の課

として、まずはその実現に向けてあらゆる努力をすべきと考えております。

今後の方針につきましては、� 3月� 10日付け三川町長先て文撃に記載のとおち決定済であ

ります。其体的には、まず本市において処理にかかるすべての費用を含めたあらゆる項自に

関する検討を行い、その金額が確定した段賭で三川町iこ対して負姐額を提示し、両者の協議

を経て決定することとしております。� 

2.循環型社会形成推進地域計曹に係る変更報告惑の提出について

このたび、循環型社会形成推進地域計画に椋る変吏報告書を提出する仁当たり事務知器の

不手際があったことにつきましては、すでに関都職員から事務処理の経通を聴き取りの上、

不遥正な事務拠調が認められた職員について処分済で、ありますことから、今後この得に関し

て再調査することはないものと考えており

三川町建設環境課にはお詫びの上で誠意をもって変更内容を説明しており、両者合意のも

どで近日中に変更計画書を再撞出する予定です。
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3.今後の進め方について

今後は国・県の指導のもとで、当初のスケジュールに従って建設計画を推進してまいりま

す。また同時に、三川町の一般廃棄物処理の受入れに関して、処理にかかるすべての費用を

含めたあらゆる項目について検討する作業を進めていまいります。両市町長が面談する機会

については、事務的な協議が全て完了した段階で設定することとして考えております。

なお、このたび三川町の一般廃棄物処理に関する問題は、平成 16年と 18年の二度にわ

たり三川町が合併協議から再倒見したことが原点となっているものであり、そのため自治体と

しての品格が問題にされるとすれば、本市ではなく当時の三川町の行動ではなし、かと考える

ところであります。


